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コ
ン
ク
リ
ー
ト
タ
ン
ク
は
欧
州
を

中
心
に
普
及
し
て
い
た
が
、
１
９
７

０
年
代
に
扱
い
や
す
い
ス
テ
ン
レ
ス

製
に
切
り
替
わ
っ
た
。
近
年
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
タ
ン
ク
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
見
直
さ
れ
、
世
界
的
な
ワ
イ
ナ
リ

ー
も
導
入
し
て
い
る
と
い
う
。

多
孔
質
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
ス

テ
ン
レ
ス
に
比
べ
て
酸
素
を
透
過
し

て
緩
や
か
な
発
酵
を
促
す
こ
と
が
で

き
る
の
が
特
徴
。
熱
伝
導
性
が
低
い

た
め
外
気
温
の
影
響
も
受
け
に
く

く
、
容
器
素
材
の
香
り
も
ワ
イ
ン
に

移
ら
な
い
の
も
好
ま
れ
て
い
る
。

一
方
、
国
内
に
は
製
造
元
が
少
な

く
、
重
量
も
あ
る
た
め
輸
入
に
適
さ

な
い
こ
と
か
ら
導
入
が
進
ん
で
い
な

い
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
新
た
な
可
能

性
を
模
索
す
る
中
、
同
社
は
２
０
１

９
年
か
ら
国
内
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
共
同

で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ワ
イ
ン
タ
ン
ク
を

試
作
。

年
９
月
か
ら
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
と
ス
テ
ン
レ
ス
の
違
い
を
検

証
す
る
た
め
、
同
一
条
件
下
で
発
酵

へ
の
影
響
や
成
分
分
析
を
進
め
る
な

ど
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ワ
イ
ン
タ
ン
ク

の
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

同
社
が
製
造
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ワ
イ
ン
タ
ン
ク
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
や
金
型
を
使
用
。

外
部
を
造
成
し
た
後
、
内
部
に
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
型
枠
を
入
れ
、
外

側
と
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
間
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
ん
で
仕
上
げ

る
。
容
量
は
１
基
当
た
り
５
０
０
―

１
０
０
０
㍑
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
ア

ル
カ
リ
性
の
た
め
、
醸
造
す
る
際
に

は
酒
石
酸
を
内
部
に
塗
布
し
て
中
性

に
近
づ
け
て
か
ら
使
用
す
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ワ
イ
ン
タ
ン
ク
の

普
及
を
目
指
す
同
社
の
「
ｗ
ｉ
ｎ

ｗ
ｉ
ｎ

ｗ
ｉ
ｎ
ｅ
（
ウ
ィ
ン
・
ウ

ィ
ン
・
ウ
ィ
ー
ン
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
野
畠
志
乃
さ

ん
は
「
私
た
ち
は
ワ
イ
ン
に
関
し
て

は
素
人
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
一
緒
に
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
理
想
の
ワ
イ
ン
に

ふ
さ
わ
し
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ワ
イ
ン

タ
ン
ク
を
追
求
し
て
い
る
」
と
説
明

す
る
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
注
文
に
応
え
る
た

め
、
全
て
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
の
製

作
に
こ
だ
わ
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
や
形

状
、
温
度
計
の
位
置
ま
で
調
整
が
可

能
だ
。
日
本
製
の
タ
ン
ク
で
、
日
本

の
ブ
ド
ウ
を
使
用
し
、
日
本
産
ワ
イ

ン
を
提
供
す
る
こ
と
が
同
社
と
ワ
イ

ナ
リ
ー
の
共
通
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。

道
内
で
は
、
東
川
振
興
公
社
が
地

元
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
製
造
委
託
し
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
タ
ン
ク
製
の
ワ
イ
ン

「
キ
ト
ウ
シ
」
が
東
川
町
内
の
道
の

駅
、
小
売
店
な
ど
で
購
入
で
き
る
。

値
段
は
２
８
０
０
円
（
税
込
み
）。ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
も
な
っ
て

い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ワ
イ
ン
タ
ン
ク
の

台
数
が
少
な
く
、
木
樽
醸
造
の
ワ
イ

ン
と
ブ
レ
ン
ド
し
て
提
供
し
て
い
る

が
、
普
及
が
進
め
ば
、
１
０
０
％
コ

ン
ク
リ
ー
ト
タ
ン
ク
製
の
ワ
イ
ン
を

購
入
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

野
畠
さ
ん
は
「
一
番
う
れ
し
か
っ

た
の
は
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
か
ら
『
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ワ
イ
ン
タ
ン
ク
は
工
業
製

品
で
は
な
く
ク
ラ
フ
ト
製
品
』
と
認

め
て
も
ら
っ
た
こ
と
」
と
話
す
。
そ

の
上
で
「
食
×
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
い

う
新
し
い
挑
戦
に
ま
だ
自
信
は
な
い

が
、
意
欲
的
な
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
負
け

な
い
よ
う
、
わ
れ
わ
れ
も
頑
張
り
た

い
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。

「
理
想
的
な
発
酵
」「
味
に
深
み
」な
ど
高
評
価

24
年
粗
鋼
生
産
8400
万

コ
ロ
ナ
禍
除
き
1969
年
以
来
の
低
水
準

日本鉄鋼連盟

「
テ
ラ
ウ
ェ
ル
」が
不
燃
認
定

加
納

Ｃ
Ｏ
２
抑
制
効
果
の
タ
イ
ル

工場に再エネ電力供給
大林クリーン
エ ナ ジ ー で

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
油
価

引
き
下
げ
求
め
る

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領

エ
チ
レ
ン
生
産
量

24
年
は
6.3
％
減

石
油
化
学
工
業
協
会

Ｅ
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
認
証
取
得

三
好
商
会

顧
客
の
信
頼
獲
得
に

環境配慮コンクリを導入
東電パワーグリッドがシールド工事

原料に石炭ガス化スラグ骨材活用

日
本
鉄
鋼
連
盟
（
鉄
連
）

が

日
発
表
し
た
２
０
２
４

年
の
粗
鋼
生
産
量
は
、
前
年

比
３
・
４
％
減
の
８
４
０
０

万
㌧
と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
で
経
済
活
動
全

体
が
落
ち
込
ん
だ

年
（
８

３
１
８
万
㌧
）
以
来
４
年
ぶ

り
の
低
水
準
だ
っ
た
。
マ
イ

ナ
ス
は
３
年
連
続
。
コ
ロ
ナ

禍
を
除
く
と
、
１
９
６
９
年

（
８
２
１
６
万
㌧
）
以
来
の

低
さ
と
な
る
。

昨
年
は
、
認
証
不
正
問
題

で
自
動
車
生
産
の
回
復
が
遅

れ
た
。
中
国
か
ら
安
値
の
鋼

材
が
大
量
に
海
外
市
場
に
出

回
っ
た
こ
と
も
響
き
、
内
需
、

外
需
と
も
に
低
迷
し
た
。

鋼
種
別
で
は
、
自
動
車
な

ど
製
造
業
向
け
が
中
心
の
特

殊
鋼
が
３
・
９
％
減
の
１
８

７
０
万
㌧
。
主
に
建
設
向
け

の
普
通
鋼
は
３
・
３
％
減
の

６
５
３
０
万
㌧
で
、
い
ず
れ

も
３
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
だ

っ
た
。

粗
鋼
生
産
量
は

年
に
ピ

ー
ク
と
な
る
１
億
２
０
２
０

万
㌧
を
記
録
。
し
か
し
そ
の

後
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
内

需
の
低
迷
を
背
景
に

年
以

降
１
億
㌧
を
割
り
込
ん
で
い

９
０
０
０
万
㌧
に
も
届
か
な

い
状
況
が
続
く
の
で
は
な
い

か
」
と
み
て
い
る
。

る
。
鉄
鋼
大
手

は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ

ー
ル
が

年
９

月
に
東
日
本
製

鉄
所
京
浜
地
区

の
高
炉
を

休

止
。
日
本
製
鉄

も
東
日
本
製
鉄

所
鹿
島
地
区
の

高
炉
１
基
を
３

月
に
休
止
す
る

計
画
だ
。

鉄
連
で

は

「
国
内
の
粗
鋼

は
今
後
、
年
間

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ

ド
（
本
社
・
東
京
）
は
、
大
成

建
設
が
施
工
す
る
シ
ー
ル
ド

新
設
工
事
で
、
イ
ン
バ
ー
ト

の
一
部
に
石
炭
ガ
ス
化
ス
ラ

グ
細
骨
材
を
使
用
し
た
環
境

配
慮
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
採
用

し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
材
料

の
再
生
資
源
割
合
が
よ
り
高

め
ら
れ
る
ほ
か
、
材
料
物
性

の
課
題
を
補
い
合
う
こ
と
で

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
確
保

と
性
能
向
上
に
も
寄
与
し
た
。

セ
メ
ン
ト
を
使
用
せ
ず
、

高
炉
ス
ラ
グ
と
特
殊
反
応
材

で
固
め
る
環
境
配
慮
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
砂
と
し
て
石
炭

ガ
ス
化
ス
ラ
グ
細
骨
材
を

使
用
。
福
島
県
内
の
石
炭
ガ

石
炭
ガ
ス
化

ス
ラ
グ
入
り

環
境
配
慮
型

コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
据
え
付

け
後

オプティム

「 設計」を追加
現場業務効率化アプリ

オ
プ
テ
ィ
ム
（
本
社
・
東

京
）
は
、
建
設
現
場
の
業
務

効
率
化
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
Ｏ
Ｐ
Ｔ
ｉ
Ｍ

Ｇ
ｅ
ｏ

Ｓ
ｃ
ａ
ｎ
」
に
、
３
次
元（
３

Ｄ
）
設
計
デ
ー
タ
作
成
ミ
ニ

ア
プ
リ
「
３
Ｄ
設
計
（
Ｐ
ｒ

ｏ
）」
を
追
加
し
た
。
ユ
ー
ザ

ー
は
追
加
費
用
な
く
、
こ
の

ア
プ
リ
内
で
３
Ｄ
の
起
工
測

量
や
設
計
デ
ー
タ
作
成
な
ど

が
完
結
。
高
額
な
投
資
を
せ

ず
に
３
Ｄ
デ
ー
タ
を
活
用
で

き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
へ
の
参
入

障
壁
を
下
げ
る
。

新
た
な
ミ
ニ
ア
プ
リ
は
、

丁
張
り
計
画
や
基
準
点
準
備

と
い
っ
た
事
前
の
段
取
り
を

せ
ず
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
任
意
の
タ
イ
ミ
ン
グ

や
場
所
で
丁
張
り
の
設
置
が

可
能
。
出
来
形
も
迅
速
に
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

ア
プ
リ
で
作
成
し
た
３
Ｄ

設
計
デ
ー
タ
を
用
い
、
ス
マ

ホ
１
台
で
丁
張
り
か
ら
検
査

へ
の
対
応
ま
で
を
手
軽
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
の
程
度

を
問
わ
ず
使
い
こ
な
せ
る
よ

う
工
夫
し
た
。
高
額
な
機
器

や
外
注
に
頼
ら
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
の
３
Ｄ
活
用
を

Ｇ
ｅ
ｏ

Ｓ
ｃ
ａ
ｎ
で
完
結

さ
せ
る
。

Ｇ
ｅ
ｏ

Ｓ
ｃ
ａ
ｎ
は
、

測
量
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
な
ど
の
機

能
を
集
約
さ
せ
た
ア
プ
リ
。

日
常
的
な
施
工
管
理
も
含

め
、
１
台
の
ス
マ
ホ
で
総
合

的
な
業
務
効
率
化
を
支
援
す

る
。

タ
イ
ル
総
合
商
社
の
加
納

（
本
社
・
岐
阜
県
多
治
見
市
）

が
開
発
し
た
天
然
素
材
を
使

用
し
た
タ
イ
ル
「
テ
ラ
ウ
ェ

ル
」
が
不
燃
材
料
と
し
て
国

土
交
通
大
臣
認
定
を
受
け

た
。
焼
か
な
い
製
法
を
採
用

し
、
製
造
工
程
の
Ｃ
Ｏ
�

排

出
を
抑
え
た
製
品
。
空
気
中

の
Ｃ
Ｏ
�

を
吸
収
し
て
固
化

す
る
機
能
も
あ
り
、
カ
ー
ボ

ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
削
減

に
寄
与
で
き
る
。

湿
度
調
整
や
空
気
浄
化
機

能
を
備
え
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

建
材
で
、
建
築
基
準
法
上
の

不
燃
材
料
と
し
て
公
共
施

設
、
商
業
施
設
、
集
合
住
宅
な

ど
へ
導
入
し
や
す
く
な
っ
た
。

原
材
料
の
配
合
に
柔
軟
性

が
あ
る
た
め
、テ
ラ
ウ
ェ
ル
自

体
の
廃
材
と
他
の
廃
材
を
取

り
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
に
貢
献
で
き
る
。

り
入
れ
て
ア

ッ
プ
サ
イ
ク

ル
す
る
こ
と

が
可
能
。
製

造
時
、
施
工

後
も
Ｃ
Ｏ
�

を
吸
収
す
る

特

性

が

あ

た
。
第
三
者
機
関
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ

経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
認
証
す
る
制
度
。
同
社

は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
で
も
あ
り
、
今
回
の
認
証

取
得
で
自
社
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営

を
確
か
な
も
の
と
し
な
が
ら

顧
客
の
信
頼
獲
得
に
つ
な
げ

た
い
考
え
だ
。

中
小
企
業
経
営
に
関
係
の

深
い
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
項
目
を
厳
選

し
、
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
で

も
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
を
推
進
す
る

た
め
の
羅
針
盤
と
し
て
創
設

し
た
制
度
。

日
現
在
、
認

証
申
請
前
に
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
推

進
宣
言
を
実
施
し
た
企
業
は

１
３
４
社
い
る
が
、
認
証
を

付
与
さ
れ
た
の
は

社
と
狭

き
門
と
な
っ
て
い
る
。

認
証
取
得
に
よ
り
他
社
と

の
差
別
化
や
顧
客
と
の
関
係

強
化
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
の
創
出
、
優
秀
な
人

材
確
保
な
ど
の
効
果
が
期
待

で
き
る
。

同
社
は
社
員
全
員
が
Ｅ
Ｓ

Ｇ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を

取
得
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
の
導

入
や
推
進
に
関
す
る
伴
走
型

支
援
を
提
供
し
て
い
る
。
今

後
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
認
証

取
得
の
サ
ポ
ー
ト
も
進
め
る

と
し
て
い
る
。

三
好
商
会
（
本
社
・
札
幌
）

は
、
一
般
社
団
法
人
中
小
企

業
個
人
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
推
進
協
会
が
審
査
・
発
行

す
る
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
認
証
」

を
道
内
で
初
め
て
取
得
し

大
林
ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー

（
本
社
・
東
京
）
は
、
サ
イ

プ
レ
ス
・
ス
ナ
ダ
ヤ
（
同
・

愛
媛
県
西
条
市
）
の
東
予
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
パ
ー
ク
工

場
で
オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ

（
第
三
者
所
有
モ
デ
ル
）
に

よ
る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力

供
給
を
開
始
し
た
。
同
社
が

工
場
屋
根
に
約
２

㍗
の
太

陽
光
発
電
設
備
を
設
置
・
運

営
し
、
工
場
の
電
力
需
要
の

％
を
賄
っ
て
い
る
。
年
間

の
Ｃ
Ｏ
�

削
減
効
果
は
９
７

０
㌧
と
試
算
す
る
。

大
林
ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ

ー
、
サ
イ
プ
レ
ス
・
ス
ナ
ダ

ヤ
と
も
に
大
林
組
の
グ
ル
ー

プ
会
社
。
オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ

Ａ
は
、
電
力
需
要
家
と
発
電

事
業
者
に
よ
る
電
力
売
買
契

約
の
一
種
で
、
大
林
ク
リ
ー

ン
エ
ナ
ジ
ー
が
発
電
事
業

者
、
サ
イ
プ
レ
ス
・
ス
ナ
ダ

ヤ
が
電
力
需
要
家
と
し
て
契

約
を
締
結
し
て
い
る
。

年
間
発
電
量
は
２
１
９
万

㌔
㍗
を
想
定
。
大
林
組
の
知

見
を
生
か
し
、既
設
屋
根
の
強

度
を
踏
ま
え
発
電
設
備
の
最

適
配
置
を
し
た
。工
場
の
稼
働

時
間
外
な
ど
に
生
じ
た
余
剰

電
力
を
電
力
市
場
に
売
電
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

赤
字
も
問
題
視
し
、
是
正
す

る
考
え
を
示
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
産
油
国

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の
戦
費
を
賄
っ
て
い
る

石
油
の
価
格
が
下
が
れ
ば「
戦

争
は
即
座
に
終
わ
る
」
と
持

論
を
展
開
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
に
よ
る
と
、ト
ラ
ン
プ
氏
は

前
日
、Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
盟
主
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
事
実
上
の
最
高

権
力
者
で
あ
る
ム
ハ
ン
マ
ド

皇
太
子
と
電
話
会
談
し
た
。

金
利
を
巡
っ
て
は
「
即
座

の
引
き
下
げ
を
要
求
す
る
」

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は

日
、
ス
イ
ス
で
開
催
中
の
世

界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
年
次
総

会
（
ダ
ボ
ス
会
議
）
で
の
ビ

デ
オ
演
説
で
、
「
石
油
輸
出

国
機
構
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
に
原

油
価
格
を
下
げ
る
よ
う
求
め

る
」
と
発
言
し
た
。
欧
州
連

合
（
Ｅ
Ｕ
）
に
対
し
て
は
、

「
米
国
を
不
当
に
扱
っ
て
い

る
」
と
批
判
。
巨
額
の
貿
易

ビ
ニ
ー
ル
類
や
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
な
ど
幅
広
い
石
油
化
学

製
品
の
原
料
と
な
る
エ
チ
レ

ン
に
つ
い
て
、
石
油
化
学
工

業
協
会
は

日
、
２
０
２
４

年
の
生
産
量
が
前
年
比
６
・

３
％
減
の
４
９
８
万
２
１
０

０
㌧
だ
っ
た
と
発
表
し
た
。

中
国
製
の
低
価
格
エ
チ
レ
ン

が
出
回
り
、
自
動
車
な
ど
国

内
製
造
業
の
回
復
も
遅
れ
て

需
要
が
低
迷
。

年
ぶ
り
に

５
０
０
万
㌧
を
下
回
る
低
水

準
と
な
っ
た
。

大
手
化
学
メ
ー
カ
ー
の
製

造
プ
ラ
ン
ト
は
、
目
安
と
さ

れ
る
稼
働
率

％
を

年
８

月
か
ら

カ
月
連
続
で
下
回

っ
て
い
る
。
記
者
会
見
し
た

石
化
協
の
工
藤
幸
四
郎
会
長

（
旭
化
成
社
長
）
は
、
「
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ

と
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
る
」

と
指
摘
。今
後
、プ
ラ
ン
ト
の

統
廃
合
な
ど
再
編
の
動
き
が

加
速
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

と
主
張
。
米
連
邦
準
備
制
度

理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
は
来
週

の
会
合
で
金
利
を
据
え
置
く

と
み
ら
れ
る
が
、
ト
ラ
ン
プ

氏
の
言
動
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ
へ
の
圧

力
と
受
け
取
ら
れ
そ
う
だ
。

Ｅ
Ｕ
に
関
し
て
は
、
多
く

の
非
関
税
障
壁
が
あ
り
、「
輸

出
を
非
常
に
困
難
に
し
て
い

る
」
と
不
満
を
吐
露
。
行
政

手
続
き
の
遅
さ
や
環
境
規
制

も
や
り
玉
に
挙
げ
た
。
Ｅ
Ｕ

に
対
し
て
抱
え
る
貿
易
赤
字

に
「
わ
れ
わ
れ
は
対
処
す
る
」

と
述
べ
、
是
正
す
る
よ
う
圧

力
を
か
け
た
。

日
の
会
見

で
は
、
Ｅ
Ｕ
へ
の
追
加
関
税

に
言
及
し
て
い
る
。

中
国
に
つ
い
て
は
、
習
近

平
国
家
主
席
と
「
良
い
関
係

だ
」
と
説
明
。
「
公
平
な
競

争
条
件
を
求
め
て
い
る
だ
け

だ
」と
述
べ
る
に
と
ど
め
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
ま
た
、「
米

史
上
最
大
の
減
税
」
実
現
に

自
信
を
示
し
た
。
「
労
働
者

や
家
庭
、
国
内
製
造
業
へ
の

大
規
模
減
税
を
進
め
る
」
と

強
調
。
世
界
の
企
業
に
「
米

国
に
進
出
す
れ
ば
、
世
界
で

最
も
安
い
税
を
享
受
で
き

る
。
米
国
で
生
産
し
な
け
れ

ば
、
関
税
を
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
警
告
し
た
。

ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
の
イ
メ
ー
ジ

太
陽
光
発
電
設
備
（
枠
内
）

を
設
置
し
た
東
予
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
パ
ー
ク
工
場

Ｃ
Ｏ
�

を
吸

収
す
る
特
性

が
あ
る
自
然

素
材
タ
イ
ル

ワイナリーに納品したコンクリートワインタンク。卵形が人気だという

ス
化
複
合
発

電
で
発
生
す

る
ス
ラ
グ
が

原
料
で
、
Ｊ

Ｉ
Ｓ
に
適
合

す
る
よ
う
に

粒
度
・
粒
形

を

調

整

し

た
。

高
炉
ス
ラ
グ
に
加
え
て
、

砂
代
替
と
し
て
石
炭
ガ
ス
化

ス
ラ
グ
細
骨
材
を
利
用
す
る

こ
と
で
再
生
資
源
の
利
用
割

合
を
高
め
た
。
材
料
特
性
に

よ
り
、
材
料
の
結
合
度
や
ア

ル
カ
リ
シ
リ
カ
反
応
に
よ
る

耐
久
性
の
低
下
な
ど
が
改
善

さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。両

社
は
、
石
炭
ガ
ス
化
ス

ラ
グ
細
骨
材
と
環
境
配
慮
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
組
み
合
わ
せ

を
有
効
活
用
し
、
環
境
負
荷

低
減
の
取
り
組
み
を
進
め
る

考
え
だ
。
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東東
川川
町町
内内
でで
購購
入入
でで
きき
るる
ココ
ンン

クク
リリ
ーー
トト
ワワ
イイ
ンン「「
キキ
トト
ウウ
シシ
」」
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會會澤澤高高圧圧ココンンククリリーートト（（本本社社・・苫苫小小牧牧））

はは、、ココンンククリリーートトワワイインンタタンンククのの普普及及にに

取取りり組組んんででいいるる。。製製造造技技術術にに最最先先端端ののココ

ンンククリリーートト３３ＤＤププリリンンタターーをを活活用用すするるなな

どど新新たたなな可可能能性性をを追追及及。。導導入入をを決決めめたた国国

内内ワワイイナナリリーーかかららはは「「角角ががととれれてて深深みみがが

増増すす」」「「理理想想的的なな発発酵酵曲曲線線をを描描けけるる」」とと高高

評評価価をを得得てていいるる。。
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